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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉛直壁面の一主面に交差する光放射面を有するよう該壁面に取り付けて使用される壁掛
け灯であって、
　給電経路からの給電により光を放射する該光放射面を有する面光源、及び該給電経路を
含み、
　該面光源は、該給電経路の一部を構成する接続部、及び該壁面側に突出する支持突起部
を含み、
　該壁面は、その該一主面以外の面上に該給電経路の一部を備え、かつ、該一主面の少な
くとも一部を構成する壁面構成平板部材と、各々該一主面を、該支持突起部が貫通する支
持突起部貫通開口、及び該給電経路が貫通する給電経路貫通開口と、を含み、
　該面光源は、
　　その自重であって、該支持突起部を介し該壁面の該支持突起部貫通開口の周囲へ荷重
される自重に起因し生じる支持力により、該壁面に支持固定され、かつ、
　　該接続部と、これに対応し、かつ、該給電経路の一部を構成する被接続部とが機械的
に接続されることで、電気接続され、さらに、
　　該支持固定、及び該電気接続を解除することにより、該壁面から取り外し可能であり
、またさらに、
　前記壁面が、前記一主面を構成する壁面本体一主面材、及び前記壁面構成平板部材を含
み、
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　該壁面本体一主面材が、貫通開口である本体貫通開口を有し、
　前記壁面構成平板部材が、
　　前記支持突起部貫通開口、及び／又は、前記給電経路貫通開口を含むと共に、
　　該本体貫通開口と、前記支持突起部貫通開口、及び／又は、前記給電経路貫通開口と
が連通するように、該壁面本体一主面材に固定されてなり、さらに、
　該取り外した際に、該壁面には突起部が存在せず、その平滑性が維持される、壁掛け灯
。
【請求項２】
　前記壁面構成平板部材を、その製品セットの一部として含む、請求項１に記載の壁掛け
灯。
【請求項３】
　前記面光源の前記光放射面の反対側の光源裏面が、前記支持固定された状態で、前記壁
面の前記一主面と、４５度以上８５度以下、又は、９５度以上１３５度以下の一定の支持
角をなす、請求項１、又は２に記載の壁掛け灯。
【請求項４】
　前記面光源が、その前記壁面の側の側面に一定の支持突起部間隔を隔てて前記支持突起
部を２つ含み、
　前記支持突起部が、前記面光源の前記壁面側側面に固定された上辺、及び該上辺から前
記面光源の前記壁面の側の下方に連続する奥辺の２辺を含む逆Ｌ字形状を含む薄板形状で
あり、さらに、
　前記支持突起部貫通開口が、該薄板形状の厚みより０．１ｍｍ以上、２ｍｍ以下太く、
かつ、該奥辺の長さより０．１ｍｍ以上、２ｍｍ以下長い、スリット形状である、請求項
１～３のいずれかに記載の壁掛け灯。
【請求項５】
　前記壁面が、その他主面を構成する壁面本体他主面材、及び前記壁面本体一主面材を含
み、
　前記給電経路が、前記壁面本体一主面材、及び該壁面本体他主面材の間を通る、請求項
１～４のいずれかに記載の壁掛け灯。
【請求項６】
　さらに、送電経路を含む請求項１～５のいずれかに記載の壁掛け灯であって、
　該送電経路、及び前記給電経路の各々は、少なくとも２本の導線を含む交流経路であり
、
　前記面光源は、該送電経路の一部を構成する送電接続部を含み、かつ、
　前記面光源が、交流から直流に変換する交流直流変換部を含む、壁掛け灯。
【請求項７】
　前記面光源が、前記壁面の前記一主面に平行かつ水平な方向に複数の有機ＥＬパネルを
含む、請求項１～６のいずれかに記載の壁掛け灯。
【請求項８】
　請求項１～６のいずれかに記載の壁掛け灯を含む前記壁面を奥面パーティションとし、
左右２つのパーティション、及び水平平板を含む、組み立て可能な照明付きパーティショ
ン学習机。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、壁掛け灯、及びこれを含む照明付きパーティション学習机に関し、特に、鉛
直壁面の一主面に交差する光放射面を有する面光源を含む壁掛け灯、及びこれを含む照明
付きパーティション学習机に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、白熱灯や蛍光灯に代わる光源として、有機ＥＬパネルに代表される面光源が注目
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され、多くの研究がなされている。
【０００３】
　このような有機ＥＬパネルに代表され、この他、ＬＥＤを面状に並べたり、ＬＥＤ及び
拡散板を組み合わせたりして作製されたＬＥＤパネルの如き、面光放射パネルを光源とし
て用いる際には、これに含まれる発光素子への給電供給経路を確保する必要があり、また
、比較的薄いという面光放射パネルの特徴を活かした設置方法を実現できる灯具とするこ
とが重要である。
【０００４】
　例えば、特許文献１は、机上方に配した棚板底面や、机の上に立設した机上パネルや、
机近傍に配した間仕切用のパネルに、照明器具を確実に、簡単に、且つ安定的に取付けで
き、照明器具が邪魔にならずにコンパクトに取付けでき、机の上の空間を広く使えるよう
にできる照明器具Ｌ、及び棚板Ｓとして、照明器具Ｌ本体の後部に設ける後部係止金具Ａ
と、照明器具Ｌ本体の前部に設ける前部係止突起Ｃとを備え、机上方に配する棚板Ｓの底
面に凹設した照明器具収容部Ｓ１の係止前凹部Ｓ２に前部係止突起Ｃを係止すると共に、
照明器具収容部Ｓ１の係止後凹部Ｓ３に後部係止金具Ａを係止することで、照明器具Ｌを
棚板Ｓ底面の照明器具収容部Ｓ１に取付けできるよう構成した照明器具Ｌ、及び棚板Ｓを
開示する。
【０００５】
　また、特許文献２は、簡素な構成でありながら、壁面等の設置部に対して着脱が容易な
照明装置として、壁面等の設置部に取付けるための壁掛け金具（６）を備える照明装置（
１０）であって、その筐体（１）の背面（１ｂ）から突出した壁掛け金具（６）が、胴部
（６ａ）と、胴部（６ａ）の先端部に形成された頭部（６ｂ）を有し、頭部（６ｂ）にお
ける筐体（１）の背面（１ｂ）と平行な方向の断面積が、胴部（６ａ）における同方向の
断面積よりも大きくなっており、頭部（６ｂ）が壁面の壁側取付金具に係止される壁掛け
金具（６）を備える照明装置（１０）を開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実開平６－３１０２３号公報
【特許文献２】特開２０１４－６３５７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前述の特許文献１の照明器具Ｌ、及び棚板Ｓは、机の上の空間を広く使えるようコンパ
クトに、かつ、確実、簡単、安定的に、照明器具Ｌを棚板Ｓに、互いに平行かつ一体的に
取付けできる方法として優れている。しかし、棚板Ｓ底面には、凹設した照明器具収容部
Ｓ１や、さらに、その内側に、係止前凹部Ｓ２及び係止後凹部Ｓ３が必要で、棚板Ｓ自体
を、特定の照明器具Ｌに合わせ、予め特定形状に設計・作製する必要があり、照明器具Ｌ
の形状を変更した場合、それまでの棚板Ｓが使用できなくなるという問題がある。また、
机の作業面である水平平板を効果的に照明しようとすると、水平な棚板Ｓ底面を備える棚
の一部として構成する必要があり、大掛かり、かつ、高価な設備となるという問題もある
。さらに、特許文献１には、照明器具Ｌに如何にして給電するかは記載されておらず、例
えば、棚板Ｓを介して給電する場合には、商用電源から棚板Ｓに給電するには複雑な機構
が必要で高価になり、直接照明器具Ｌに商用電源から給電する場合には、その給電経路が
露出し、邪魔になり、特許文献１開示技術の前記コンパクト性が損なわれ、場合によって
は、机の上の空間を広く使えなくなるという問題もある。
【０００８】
　また、前述の特許文献２の照明装置は、簡素な構成ながら、壁面等設置部に対し着脱が
容易な点で優れている。しかし、特許文献１同様、着脱対象面に対し平行な取付け方法で
あり、作業面である水平面を効果的に照明する用途に対し不向きで、また、当該照明装置
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への給電方法は記載されておらず、例えば、照明装置に直接、商用電源から給電する場合
には、その給電経路が露出し、邪魔になるという問題もある。
【０００９】
　本発明は、このような従来技術の課題を解決すべく為されたものであり、比較的薄く、
かつ、軽い面光放射パネルの特徴を活かした設置法を実現する灯具として、片持ちで脱着
可能かつ簡単安価な鉛直壁面交差取付可能な面光源壁掛け灯を提供することを目的として
おり、また、パーティションやドレッサーの壁面付近の様な一時使用の照明として、従来
灯具は不適当であったことに対応し、こうした用途に好適な灯具の需要に応えることをも
、その目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは上記課題に鑑み鋭意検討した結果、特定の鉛直壁面に対し、特定の面光源
を組み合わせるようにした壁掛け灯とすることにより、前述の課題が解決できることを見
出し、本発明を完成するに至った。
【００１１】
　即ち、本発明は、鉛直壁面の一主面に交差する光放射面を有するよう該壁面に取り付け
て使用される壁掛け灯であって、
　給電経路からの給電により光を放射する該光放射面を有する面光源、及び該給電経路を
含み、
　該面光源は、該給電経路の一部を構成する接続部、及び該壁面側に突出する支持突起部
を含み、
　該壁面は、その該一主面以外の面上に該給電経路の一部を備え、かつ、該一主面の少な
くとも一部を構成する壁面構成平板部材と、各々該一主面を、該支持突起部が貫通する支
持突起部貫通開口、及び該給電経路が貫通する給電経路貫通開口と、を含み、
　該面光源は、
　　その自重であって、該支持突起部を介し該壁面の該支持突起部貫通開口の周囲へ荷重
される自重に起因し生じる支持力により、該壁面に支持固定され、かつ、
　　該接続部と、これに対応し、かつ、該給電経路の一部を構成する被接続部とが機械的
に接続されることで、電気接続され、さらに、
　　該支持固定、及び該電気接続を解除することにより、該壁面から取り外し可能であり
、またさらに、
　前記壁面が、前記一主面を構成する壁面本体一主面材、及び前記壁面構成平板部材を含
み、
　該壁面本体一主面材が、貫通開口である本体貫通開口を有し、
　前記壁面構成平板部材が、
　　前記支持突起部貫通開口、及び／又は、前記給電経路貫通開口を含むと共に、
　　該本体貫通開口と、前記支持突起部貫通開口、及び／又は、前記給電経路貫通開口と
が連通するように、該壁面本体一主面材に固定されてなり、さらに、
　該取り外した際に、該壁面には突起部が存在せず、その平滑性が維持される、壁掛け灯
に関する。
　このような壁掛け灯は、前記壁面構成平板部材を、当該壁掛け灯の製品セットの一部と
して含むことが好ましい。
【００１２】
　本発明において、前記面光源に含まれる面光放射パネルは、好ましくは有機ＥＬパネル
であり、その薄さ軽さの特徴が活かされる。
【００１３】
　このような本発明の壁掛け灯は、コンパクトに、かつ、確実、簡単、安定的に、壁掛け
灯を鉛直壁面に取付けでき、また、その取り付けに係る着脱が容易なだけでなく、片持ち
での脱着なので、薄く、かつ、軽い面光放射パネルの特徴が活かされており、更に、鉛直
壁面にその光放射面が交差して取り付けられるので、作業面である水平面を効果的に照明
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可能であり、なお更に、その給電に係る経路を露出せず取り付け可能なのでかつ見栄えが
よく、またなお更に、これを壁面から取り外した際には、当該壁面には突起部が存在しな
いようすることが可能なので、その平滑性が維持され、パーティションやドレッサーの壁
面付近の一時使用の照明として好適である。
【００１４】
　また、前記面光源の前記光放射面の反対側の光源裏面は、前記支持固定された状態で、
前記壁面の前記一主面と、４５度以上８５度以下、又は、９５度以上１３５度以下の一定
の支持角をなすことが好ましく、
光放射面が作業領域である下側を向き、かつ、面光源上面である光源裏面が壁面と垂直で
はないので、面光源上面に誤って物品や手を置くことが抑制され、そのような荷重による
破損が発生しにくくなる。
【００１５】
　また、前記面光源は、その前記壁面の側の側面に一定の支持突起部間隔を隔てて前記支
持突起部を２つ含むことが好ましく、
　前記支持突起部は、前記面光源の前記壁面側側面に固定された上辺、及び該上辺から前
記面光源の前記壁面の側の下方に連続する奥辺の２辺を含む逆Ｌ字形状を含む薄板形状で
あることが好ましく、さらに、
　前記支持突起部貫通開口は、該薄板形状の厚みより０．１ｍｍ以上、２ｍｍ以下太く、
かつ、該奥辺の長さより０．１ｍｍ以上、２ｍｍ以下長い、スリット形状であることが好
ましく、高安定性の支持固定となる。
【００１６】
　また、前記壁面は、前記一主面を構成する壁面本体一主面材、及び前記壁面構成平板部
材を含むことが好ましく、
　該壁面本体一主面材は、貫通開口である本体貫通開口を有することが好ましく、
　前記壁面構成平板部材は、該本体貫通開口と、前記支持突起部貫通開口、及び／又は、
前記給電経路貫通開口とが連通するように、該壁面本体一主面材に固定されてなることが
好ましく、
ユニット化取付部材である壁面構成平板部材を用いることにより、最小限の加工を施した
本発明に係る壁面に対して本発明の取り付けが可能となる。
【００１７】
　また、前記壁面は、その他主面を構成する壁面本体他主面材、及び前記壁面本体一主面
材を含むことが好ましく、
　前記給電経路は、前記壁面本体一主面材、及び該壁面本体他主面材の間を通ることが好
ましく、本発明に係る給電経路の殆どを壁内に収納できるのでスッキリした配線となる。
【００１８】
　また、前記壁面は、その他主面を構成する壁面本体他主面材、及び前記壁面本体一主面
材を含むことが好ましく、
　前記給電経路は、前記壁面本体一主面材、及び該壁面本体他主面材の間を通ることが好
ましく、本発明に係る給電経路の殆どを壁内に収納できるのでスッキリした配線となる。
【００１９】
　また、送電経路を含む壁掛け灯とすることが好ましく、
　該送電経路、及び前記給電経路の各々は、少なくとも２本の導線を含む交流経路である
ことが好ましく、
　前記面光源は、該送電経路の一部を構成する送電接続部を含むことが好ましく、かつ、
前記面光源は、交流から直流に変換する交流直流変換部を含むことが好ましく、商用交流
１００Ｖ入力が可能な、また、隣接灯へのスッキリ給電が可能な壁掛け灯となる。
【００２０】
　また、前記面光源は、前記壁面の前記一主面に平行かつ水平な方向に複数の有機ＥＬパ
ネルを含むことが好ましく、該送電経路、及び前記給電経路の各々は、少なくとも２本の
導線を含む交流経路であることが好ましく、作業に適した照明が可能となる。
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【００２１】
　さらに、本発明は、このような本発明の壁掛け灯を含む前記壁面を奥面パーティション
とし、左右２つのパーティション、及び水平平板を含む、組み立て可能な照明付きパーテ
ィション学習机に関し、本発明の壁掛け灯の好ましい適用例である。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の壁掛け灯は、コンパクトに、かつ、確実、簡単に、鉛直壁面に取り付けでき、
また、その着脱が容易であり、更に、鉛直壁面にその光放射面が交差して取り付けられる
ので作業面である水平面を効果的に照明可能であり、なお更に、その給電に係る経路を露
出せず取り付け可能なのでかつ見栄えがよく、またなお更に、これを壁面から取り外した
際には、当該壁面には突起部が存在しないようすることが可能なので、その平滑性が維持
可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の壁掛け灯１００、及び照明付きパーティション学習机Ａの一実施形態の
消灯時（ａ）、及び点灯時（ｂ）の写真である。
【図２】図１の壁掛け灯１００を、図１の鉛直壁面Ｂ（Ａ１）に取り付ける直前の状態の
写真である。
【図３】図１の壁掛け灯１００を複数含む、図１のパーティション学習机Ａ全体の写真で
ある。
【図４】図１の壁掛け灯１００を、鉛直壁面Ｂ（Ａ１）に取り付けた状態の写真である。
【図５】図１の壁掛け灯１００を、その光放射面１２Ａ側から見た平面図である。
【図６】図１の壁掛け灯１００を、その右側の光源側面１２Ｃ側から見た、平面図（ａ）
、及び断面図（ｂ）である。
【図７】本発明に係る壁面構成平板部材Ｂ１２の一実施形態であり、図１の壁掛け灯１０
０で用いられているものの平面図である。
【図８】本発明の実施例である図１の壁掛け灯１００（奥側）と比較例の従来灯具９００
（手前側）との使用状態を比較する写真である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施態様について図を参照しながら説明する。
【００２５】
　（壁掛け灯１００）
　図１は、本発明の壁掛け灯１００、及び照明付きパーティション学習机Ａの一実施形態
の消灯時（ａ）、及び点灯時（ｂ）の写真である。
【００２６】
　図２は、図１の壁掛け灯１００を、図１の鉛直壁面Ｂ（Ａ１）に取り付ける直前の状態
の写真である。
【００２７】
　図５は、図１の壁掛け灯１００を、その光放射面１２Ａ側から見た平面図である。
【００２８】
　本発明の壁掛け灯１００は、面光源１０、及び給電経路２０を含み、好ましくは、送電
経路３０、壁面構成平板部材Ｂ１２を含み、鉛直壁面Ｂに取り付けて使用され、鉛直壁面
Ｂの一主面Ｂ１０に交差する光放射面１２Ａを有し、給電経路２０からの給電により、当
該光放射面１２Ａから外界に光を放射する部材である。
【００２９】
　本発明の壁掛け灯１００は、その面光源１０が、当該面光源１０が含む支持突起部１３
により、壁面Ｂに支持固定されることを一つの特徴とし、また、当該面光源１０が含む接
続部１４により、前記給電されるように、電気接続されることを一つの特徴とし、さらに
、前記支持固定、及び前記電気接続を解除することにより、壁面Ｂから取り外し可能であ
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ることを一つの特徴とする。
【００３０】
　前記給電経路２０は、好ましくは、少なくとも２本の導線を含む、交流経路であり、そ
の一部が一主面Ｂ１０以外の面上、例えば他主面Ｂ２０上、を通り、より好ましくは、壁
面本体一主面材Ｂ１、及び壁面本体他主面材Ｂ２の間を通る。
【００３１】
　このような本発明に係る給電経路２０は、給電経路２０の一部を構成する、前記接続部
１４に対応する、被接続部２１４を含むことが、好ましい。
【００３２】
　前記送電経路３０は、好ましくは、少なくとも２本の導線を含む、交流経路であり、そ
の一部が一主面Ｂ１０以外の面上、例えば他主面Ｂ２０上、を通り、より好ましくは、壁
面本体一主面材Ｂ１、及び壁面本体他主面材Ｂ２の間を通る。
【００３３】
　このような本発明に係る送電経路３０は、送電経路３０の一部を構成する、送電接続部
１５に対応する、送電被接続部３１５を含むことが、好ましい。
【００３４】
　（照明付きパーティション学習机Ａ）
　図３は、図１の壁掛け灯１００を複数含む、図１のパーティション学習机Ａ全体の写真
である。
【００３５】
　本発明の照明付きパーティション学習机Ａは、上述したような本発明の壁掛け灯１００
を含む、或いは、含むことができる鉛直壁面Ｂとして、奥面パーティションＡ１を含み、
また、その上で学習等の作業が、好ましくは座った状態で、可能な、水平平板Ａ３を含み
、さらに、好ましくは、前記鉛直壁面Ｂと直角に立設し鉛直な、パーティションＡ２を含
み、より好ましくは、１つの前記壁掛け灯１００に対し、左右２つのパーティションＡ２
を含み、さらに好ましくは、隣接する前記壁掛け灯１００に対し、左側の壁掛け灯１００
に対応する右側パーティションＡ２と、右側の壁掛け灯１００に対応する右側パーティシ
ョンＡ２とは、同一部材である。
【００３６】
　このような、本発明の照明付きパーティション学習机Ａは、好ましくは、これらパーテ
ィションが、組み立て可能なものであり、即ち、平板状のパーティションは、収納や移動
の為に、コンパクトに積み重ねられた状態から、仕切られた空間を形成する、立体化され
た状態に変形可能なものとされており、より好ましくは、磁石の使用により、パーティシ
ョン同士が結合されることにより、前記立体化可能である。
【００３７】
　（鉛直壁面Ｂ（Ａ１））
　本発明に係る鉛直壁面Ｂ（Ａ１）は、一主面Ｂ１０、及び他主面Ｂ２０を両方の主面と
する平板状の内装材であり、好ましくは、前記一主面Ｂ１０を構成する、壁面本体一主面
材Ｂ１、及び前記他主面Ｂ２０を構成する壁面本体他主面材Ｂ２を、一体化したものであ
り、より好ましくは、図２に示すように、補強のための桟を、当該壁面本体一主面材Ｂ１
、及び壁面本体他主面材Ｂ２の間に含む。
【００３８】
　本発明に係る鉛直壁面Ｂ（Ａ１）は、少なくとも前記一主面Ｂ１０に、当該一主面Ｂ１
０を前記支持突起部１３が貫通する、支持突起部貫通開口Ｂ１３を含むことを一つの特徴
とし、即ち、前記壁面本体一主面材Ｂ１、又は、前記壁面構成平板部材Ｂ１２は、少なく
とも、これら板材料を貫通する穴として、支持突起部貫通開口Ｂ１３を含み、場合によっ
ては、当該支持突起部貫通開口Ｂ１３は、前記壁面本体他主面材Ｂ２を貫通していてもよ
い。
【００３９】
　また、本発明に係る鉛直壁面Ｂ（Ａ１）は、少なくとも前記一主面Ｂ１０に、当該一主
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面Ｂ１０を前記給電経路２０が貫通する、給電経路貫通開口Ｂ１４を含むことを一つの特
徴とし、即ち、前記壁面本体一主面材Ｂ１、又は、前記壁面構成平板部材Ｂ１２は、少な
くとも、これら板材料を貫通する穴として、給電経路貫通開口Ｂ１４を含み、場合によっ
ては、当該給電経路貫通開口Ｂ１４は、前記壁面本体他主面材Ｂ２を貫通していてもよい
。
【００４０】
　前記壁面本体一主面材Ｂ１は、前記一主面Ｂ１０を構成し、好ましくは、図２に示すよ
うに、この壁面本体一主面材Ｂ１を貫通する開口である、本体貫通開口Ｂ１１を含む。
【００４１】
　前記壁面構成平板部材Ｂ１２は、上述したように、好ましくは、壁掛け灯１００の一部
として、その製品セットに含まれる部材であり、壁面Ｂの一主面Ｂ１０の少なくとも一部
を構成する。
【００４２】
　図７は、本発明に係る壁面構成平板部材Ｂ１２の一実施形態であり、図１の壁掛け灯１
００で用いられているものの平面図である。
【００４３】
　このような、本発明に係る前記壁面構成平板部材Ｂ１２は、壁面本体一主面材Ｂ１に固
定され、及び／又は、より好ましくは、図２に示すように、例えば、木ネジにより、前記
桟に固定・使用され、好ましくは、前記支持突起部貫通開口Ｂ１３、及び／又は、前記給
電経路貫通開口Ｂ１４を含み、さらに好ましくは、図２に示すように、当該支持突起部貫
通開口Ｂ１３、及び／又は、当該給電経路貫通開口Ｂ１４とが、前記本体貫通開口Ｂ１１
と連通する。
【００４４】
　前記支持突起部貫通開口Ｂ１３は、後述するように、支持突起部１３が、その好ましい
実施形態である薄板形状である場合には、それに対応して、スリット形状であることが好
ましく、そのスリット幅は、当該薄板形状の厚みより０．１ｍｍ以上、２ｍｍ以下太いこ
とが、より好ましく、また、より好ましくは、後述する支持突起部１３の奥辺の長さより
０．１ｍｍ以上、２ｍｍ以下長い。
【００４５】
　（面光源１０）
　本発明に係る面光源１０は、上述したように、本発明の壁掛け灯１００に含まれ、上述
した光放射面１２Ａからの光放射に係る面光放射パネル１１を含む、面光源本体１２を含
み、前記支持突起部１３を介し、前記壁面Ｂの前記支持突起部貫通開口Ｂ１３の周囲へ荷
重される、当該面光源本体１２の自重に起因し生じる支持力により、前記壁面Ｂに支持固
定され、好ましくは、前記接続部１４と、前記被接続部２１４とが機械的に接続されるこ
とで、上述した光放射に係る給電の為に電気接続され、前記支持固定、及び前記電気接続
を解除することにより、前記壁面Ｂから取り外し可能である。
【００４６】
　（面光源本体１２）
　図６は、図１の壁掛け灯１００を、その右側の光源側面１２Ｃ側から見た、平面図（ａ
）、及び断面図（ｂ）である。
【００４７】
　本発明に係る面光源本体１２は、上述したように、面光放射パネル１１、及び、支持突
起部１３を含み、好ましくは、接続部１４、送電接続部１５、交流直流変換部１６、スイ
ッチ１７、及び回路基板１８からなる群から選ばれる１以上を含む。
【００４８】
　本発明に係る面光源本体１２は、好ましくは、図４及び図５に示すように、幅に対して
長さが長い長尺矩形の光放射面１２Ａ、及び外形を有する。
【００４９】
　図４は、図１の壁掛け灯１００を、鉛直壁面Ｂ（Ａ１）に取り付けた状態の写真である
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。
【００５０】
　本発明に係る面光源本体１２は、これに含まれる前記面光放射パネル１１が有機ＥＬパ
ネル１１であることが好ましく、より好ましくは複数の面光放射パネル１１を含み、さら
に好ましくは前記壁面Ｂの前記一主面Ｂ１０に平行かつ水平な方向に複数の面光放射パネ
ル１１を含む。
【００５１】
　前記面光放射パネル１１は発光素子１を含み、好ましくは有機ＥＬ素子１を含み、この
ような有機ＥＬ素子１を含む面光放射パネル１１が有機ＥＬパネル１１である。即ち、本
発明に係る面光放射パネル１１は、ＬＥＤパネルとしても良いが、軽く薄い従って安価な
壁掛け灯１００とし、かつ、柔らかい拡散光を放射可能なパネルとする観点から、有機Ｅ
Ｌパネルとすることが好ましい。
【００５２】
　本発明に係る前記支持突起部１３は、本発明に係る面光源本体１２から、前記壁面Ｂ側
に突出する部分であり、より好ましくは、前記面光源本体１２の壁面Ｂ側の側面（後述す
る、光源後面１２Ｅ）から突出する部分である。
【００５３】
　本発明に係る面光源本体１２は、前記支持突起部１３を、２つ以上含む、ことが好まし
く、より好ましくは、一定の支持突起部間隔１３Ｄを隔てて２つ含む。
【００５４】
　前記支持突起部１３は、図２、図５、及び図６に示すように、薄板形状であることが好
ましく、より好ましくは、前記面光源本体１２の壁面Ｂ側の側面（後述する、光源後面１
２Ｅ）に固定された上辺１３１、及び当該上辺１３１から壁面Ｂの側の下方に連続する奥
辺１３２の２辺を含む。
【００５５】
　このような本発明に係る面光源本体１２は、金属や、樹脂、木材、竹材等の材料により
形成することができ、
　本発明に係る光放射領域１１０を含み、面光放射パネル１１が載置固定され、かつ、下
方を向く、光放射面１２Ａ、
　当該光放射面１２Ａの反対側の面であって、本発明に係る支持固定された状態で、壁面
Ｂの一主面Ｂ１０と、一定の支持角θをなす、光源裏面１２Ｂ、
　壁面Ｂと交差する方向の側面である、光源側面１２Ｃ、
　壁面Ｂとは反対側の側面である、光源前面１２Ｄ、及び
　壁面Ｂ側の側面である、前述の光源後面１２Ｅを含む。
【００５６】
　前記一定の支持角θとしては、４５度以上８５度以下、又は、９５度以上１３５度以下
であることが好ましい。
【００５７】
　このような本発明に係る面光源本体１２は、その光放射面１２Ａからの本発明に係る光
放射の輝度や色、角度依存の光学特性や配光性の向上ために、図６（ｂ）に示すように、
その面光放射パネル１１の最表面、即ち、例えば後述するガラス基板の光射出側に、光学
機能体を備えることが好ましい。
【００５８】
　この光学機能体としては、レンズやプリズムを含む、例えば、レンズシート、プリズム
シート、又はレンチキュラーレンズシート等を例示することができ、ガラス表面にアクリ
ル等からなる樹脂を塗ってナノインプリントしたものやガラスビーズを含んだ樹脂をスプ
レーコートやスリットコートしたものとすることもできる。好ましくは、一表面に凹凸構
造をもち、他表面に粘着材が付いた樹脂フィルム（光学フィルム）を、その一表面が前記
最表面となるようにガラス表面に貼ることであり、この光学フィルムには、光散乱性を付
与することもできる。さらに、この光学フィルムの貼り付けは、フィルム表面にキズが付
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き易いため、場合に応じて、壁掛け灯１００の組み立て後でもよいし、前でもよく、前記
面光放射パネル１１の光放射面１２Ａへの取り付け後でもよい。
【００５９】
　前記接続部１４は、本発明に係る給電経路２０の一部を構成し、好ましくは、前記光源
後面１２Ｅに配される。
【００６０】
　前記接送電接続部１５は、本発明に係る送電経路３０の一部を構成し、好ましくは、前
記光源後面１２Ｅに配される。
【００６１】
　前記交流直流変換部１６は、交流から直流に変換する回路部であり、好ましくは、面光
源本体１２内に、より好ましくは、前記回路基板１８上に、配される。
【００６２】
　（有機ＥＬパネル１１）
　本発明に係る面光放射パネル１１を、その好ましい実施態様として有機ＥＬパネル１１
とする場合には、光放射面１２Ａから光源裏面１２Ｂに向かって、透明基板、有機ＥＬ素
子１、及び封止構造からなる積層構造を含むパネルとすることが好ましく、このような所
謂ボトムエミッション型パネルとすることで、外界に露出する場合がある、光放射面１２
Ａに高い機械的強度を付与せしめることができ、より好ましくは、単一の発光デバイスと
して有機ＥＬ素子１を唯一つ含むパネルとすることであり、内部配線不要となる為、光放
射面１２Ａにおける光放射領域の面積比率である面積効率が高く、かつ、安価なパネルと
なる。
【００６３】
　このようなシート状有機ＥＬパネル１１について詳述すると以下の通りである。
【００６４】
　まず、前述した「有機ＥＬ素子１を唯一つ含むパネル」とは、具体低にはパネル外部か
ら直接給電される等電位電極層が、いずれも後述の、対向する透光性陽極層、及び反射性
陰極層の１組のみであるデバイスのみを含むパネルである。
【００６５】
　前記透明基板としては、簡便に高信頼性のボトムエミッション型の有機ＥＬパネル１０
を構成する観点から、可撓性、透光性及び絶縁性を有するガラスや樹脂を材料とする基板
とすることが好ましく、その中でも有機ＥＬ素子への水分浸入を防止することで高信頼性
パネルとする観点からガラス基板がより好ましい。
【００６６】
　前記有機ＥＬ素子１は、透光性導電膜、有機化合物含有の発光層を含み、かつ、複数の
薄膜が積層された有機機能膜、及び反射性導電膜を順次製膜し、これらの膜の重畳部分と
して形成されたデバイスであり、これら重畳部分に含まれる前述した３つの膜が、各々、
透光性陽極層、有機機能層、反射性陰極層であり、好ましくは、前記透明基板側に透光性
陽極層が形成されたものである。このような有機ＥＬ素子１は、透光性陽極層、及び反射
性陰極層に印加される電圧に応じて、これらの重畳部分に挟持された有機機能層に電流が
流れることで発光する。
【００６７】
　前記透光性導電膜の材料としては、透明導電性酸化物が好ましく採用され、その中でも
、インジウム錫酸化物（ＩＴＯ）、インジウム亜鉛酸化物（ＩＺＯ）、酸化錫（ＳｎＯ２
）、酸化亜鉛（ＺｎＯ）が好ましく、光を効果的に取り出せる高透明性のＩＴＯあるいは
ＩＺＯがより好ましい。また、このような透明導電性酸化物の膜の上に、１ｍｍ程度の間
隔で縦横に数１０μｍ幅の金属細線を有する金属細線付膜、その金属細線を上若しくは下
、又は上下に腐食対策金属層を有するバッファ層金属細線付膜、例えばＭｏ合金／Ａｌ合
金／Ｍｏ合金の３層金属細線（ＭＡＭ細線）、さらにこのような金属細線の上にこれより
太い幅の絶縁膜（例えばポリイミド）を含む絶縁膜金属細線付膜を、前記透光性導電膜と
することも、大面積光放射領域の有機ＥＬパネル１１であっても輝度ムラ無く発光せしめ
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る観点から好ましい。このような光放射領域１１においては、例えば、このようなＭＡＭ
／ＰＩ構造が存在しない、透明導電性酸化物の膜開口部位に形成された有機機能層の両電
極挟持部分が発光することとなる
　このような有機ＥＬ素子１は、外部からの水分の侵入を防ぐために、封止膜により封止
がなされることが好ましく、より好ましくは、平面視、有機ＥＬ素子１形成領域の全領域
を含む光放射領域全面を含む領域に封止膜を備えることである。
【００６８】
　また、膜封止の場合、機械的な外力によるキズを防ぐために、ＰＥＴなどからなる保護
フィルム、より好ましくは均熱シートを粘着材で貼り付けることが好ましく、温度ムラの
発生による輝度ムラやダークスポット、突然の発光停止等の発生を防止することができる
。
【実施例】
【００６９】
　以下、実施例により本発明を具体的に説明する。なお本発明は、以下の実施例に限定さ
れるものではなく、その要旨を変更しない範囲で適宜変更して実施することができる。
【００７０】
　（実施例）
　実施例として、透光性導電膜としてＩＴＯが製膜された０．７ｍｍ厚みのガラス基板を
用意し、ＩＴＯ上に有機機能膜として、順に正孔注入層１、正孔輸送層１、発光層１、及
び電子輸送層１を積層することで青蛍光発光ユニットを形成した後、順に電子注入層１、
電子輸送性中間層、及び正孔注入層２を積層することで接続層を形成し、さらにその後、
順に正孔輸送層２、発光層２、電子輸送層２、及び電子注入層２を積層することで緑赤燐
光発光ユニットを形成し、さらにその後、アルミニウムからなる反射性導電膜を積層して
、高演色性の白色発光有機ＥＬ素子を形成した。
【００７１】
　その後、ＣＶＤ法でシリコン窒化膜を製膜し、さらに、ポリシラザンをスプレー法にて
塗布し焼成して無機封止膜を形成し、粘着材付きＰＥＴからなる保護フィルムを貼り付け
、有機ＥＬパネルを作製した。有機ＥＬパネルの外形は９０ｍｍ×９０ｍｍで、発光領域
は８０ｍｍ×８０ｍｍとした。
【００７２】
　次に、有機ＥＬパネルの保護フィルム上に８２ｍｍ×８２ｍｍの大きさで厚み５０μｍ
の両面テープを貼り、ガラス基板の給電部分にＡＣＦを貼り、両面テープの剥離紙を剥し
て厚み１８０μｍのＦＰＣを有機ＥＬタイルに固定後、ＡＣＦ接続部分を熱圧着し、ＦＰ
Ｃ給電配線を形成し、配線された有機ＥＬパネルを作製した。
【００７３】
　このような有機ＥＬパネルを２枚準備し、これらのパネルを面光源本体に組み込んだ後
、光学レンズシートをガラス基板の光射出側表面に貼り付けることで、図１～８に示す、
実施例の壁掛け灯１００を作製した。なお、実施例の壁掛け灯１００における支持角θは
、９７度である。
【００７４】
　図８は、本発明の実施例である図１の壁掛け灯１００（奥側）と比較例の従来灯具９０
０（手前側）との使用状態を比較する写真である。
【００７５】
　（比較例）
　比較例は、図８の手前側に示す、従来のスタンド型蛍光灯である。
【００７６】
　図８により、実施例の壁掛け灯１００（奥側）と、比較例の従来灯具９００（手前側）
との使用状態を比較すると、実施例の壁掛け灯１００は、作業スペースが広く使え、故障
が少なく、埃が溜まらず、目に優しく、温度上昇小さく、取り付け・取り外しが容易で、
収納性に優れる点で、比較例のスタンド型蛍光灯９００より、優れていることは明らかで
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【符号の説明】
【００７７】
Ａ　　　　照明付きパーティション学習机
Ａ１　　　奥面パーティション（鉛直壁面）
Ａ２　　　左右のパーティション
Ａ３　　　水平平板
Ｂ　　　　鉛直壁面（奥面パーティション）
Ｂ１０　　　一主面
Ｂ１　　　壁面本体一主面材
Ｂ１１　　本体貫通開口
Ｂ１２　　壁面構成平板部材
Ｂ１３　　支持突起部貫通開口
Ｂ１４　　給電経路貫通開口
Ｂ２０　　他主面
Ｂ２　　　壁面本体他主面材
θ　　　　支持角
１００　　壁掛け灯
１０　　　面光源
１　　　　発光素子（ＬＥＤ、有機ＥＬ素子）
１１　　　面光放射パネル（有機ＥＬパネル）
１１０　　光放射領域
１２　　　面光源本体
１２Ａ　　光放射面
１２Ｂ　　光源裏面
１２Ｃ　　光源側面
１２Ｄ　　光源前面
１２Ｅ　　光源後面
１３　　　支持突起部
１３１　　上辺
１３２　　奥辺
１３Ｄ　　支持突起部間隔
１４　　　接続部
１５　　　送電接続部
１６　　　交流直流変換部
１７　　　スイッチ
１８　　　回路基板
２０　　　給電経路
２１４　　被接続部
３０　　　送電経路
３１５　　送電被接続部
９００　　従来灯具（スタンド型）
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